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二重課題は転優・Iにとってもっとも力､？
論文審査結果
論文内容の要旨
過去の研究では転倒の強い内的因子として80歳以上の高齢者i女性､移動能力の障害,転倒歴、
動的バランスの低下，歩行速度の低下，歩幅の縮小、身体パフォーマンスの不良，筋力低下，認
知障害，パーキンソン病，内服薬が示されている．一方、二重課題遂行能力の低下も転倒と関連
があると報告されているが､他の内的因子に比べどの程度重要な因子であるか検討されていない。
今回、対象を、2005年に評価を行った転倒予防教室参加者58名、デイケア利用者50名とし、実
験１ではその後１年間の転倒有無を追跡調査し、転倒予防教室参加者については年齢、性別、転
倒歴、服薬、歩行速度、歩幅、動的立位バランス、TimedUp＆Gｏ（以下TUG)、ＴＵＧと２の加算の
二重課題（以下dt-TUG)、デイケア利用者についてはMini-MentaIStateExaminationを加え、
転倒の因子として検討した｡実験２では新たに39名の対象者に対して実験１と同様の評価を行っ
た後､実験１で作成した転倒予測モデルにあてはめ､転倒予測モデルの有用性を検証した｡結果、
実験１では転倒予防教室参加者で転倒した者は８名であり、転倒と各項目の分析では、握力、歩
行速度、歩幅、TUG、dt-TUGの５項目に関連性がみられたｏデイケア利用者は５名の追跡調査が
できず、転倒した者は１６名であり、転倒と項目の有意な関連がなかった。このことから転倒予測
モデルの作成については、転倒予防教室参加者のみを採用し多重ロジスティック回帰分析を行っ
たところ、ＴＵＧと過去１年間の転倒経験が抽出された。実験２では39名のうち、上記の転倒予測
モデルでi転倒が予測された者は１２名であった｡追跡調査で転倒した者は５名で､そのうち３名は
予測できたが、２名は予測できず、転倒抽出率は60％であった。以上より、転倒予測に有用な因
子はTUGであり､dt-TUGは参考程度の因子であることが示唆された｡デイケア利用者については、
転倒者が32.0％とこれまでの研究（10～20％）よIJも高く、その上転倒者と非転倒者における評
価の比較についても有意差がないことから、デイケア利用者は常に転倒の危険があると推測され
た。
審査結果の要旨
転倒について、多くの研究がなされてきたが、二重課題遂行能力を含めた抽出要因の比較検討
をおこなった点が新しい知見となっている。転倒予測の研究としては数少ない前方視的研究であ
り、今後の転倒予測について有用な報告となっている。
以上よIJ、本研究は、博士（保健学）の学位を授与するに値すると評価する。
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